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Abstract
The tide of the idealized global ocean with a uniform depth is studied in terms of the res-
onance theory. The following results are found:
1. The period of the zonal free oscillations varies with the integer n which represents the oscil-
lation mode in the north-south direction and the depth h of the ocean. In other words, the
period becomes shorter as n becomes larger or the depth h becomes deeper.





















































dt asm 6 〔志(uhin6)+吉(vh)〕-0 (4)
ここで, Oは余緯度, λは経度, Zは鉛直上向きの高さを示す独立変数である. u, uは0, λ




u, v, C∝exp (iβt)として,上の方程式を用いて, (だけの式にまとめると
c+
gh



















n(n+1) ;ti-1, 2, 3 (9)
となる.すなわち,自由振動の角振動数βおよび周期Tは次式で与えられる.
・ - 2Tπ -〔n(n+1)9h声/a ;n-1,2,3- (10)
(10)式から,南北の振動のモードを表すnが大きくなると,周期Tは短くなり,または,海
の深さhが深くなるとTは短くなる.たとえば, h-5km-5×103m; a-6.37×106m; 9-
9.8ms"とすると
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余緯度β
図3東西方向にzonalな場合,海面の盛り上がりrの余緯度0方向の変化
つぎに, zonalでない場合にはu, v, C∝exp {i(βt十mλ))とすれば,
岩〔(I-//2)豊〕+ 〔一丁等+豊〕C -o (ll)
となる.これはLegendre陪関数である.やはり,地球上の点でrが有限な値を取るための条
件から
9h - n(n+1) ;n-1,2,3
(12)
となり,この場合の自由周期はzonalな場合の自由周期と本質的に同一となる.図4は71-4,
m- 1, m-2, m-3の場合の海面の盛り上がりrの南北分布を示している.
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